
嘉
瀬
三
十
三
観
音
巡
り
の
道
は
一
番
手
前
に
あ
り
、
半
世
紀
前
に
は
車

道
の
北
側
下
の
小
池
の
辺
り
に
降
り
竜
神
様
の
詞
の
下
か
ら
湧
き
出
る
名

水
を
口
に
含
み
手
を
浄
め
三
十
三
観
音
巡
り
の
道
へ
と
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
 

こ
の
名
水
こ
そ
原
田
酒
造
店
が
寒
入
の
酒
仕
込
み
の
期
日
と
な
る
と
名

水
を
馬
概
で
運
ん
で
仕
込
ま
れ
た
酒
は
、
嘉
瀬
観
音
正
宗
の
銘
酒
で
県
下

に
名
を
売
っ
て
い
た
。
 

縄
文
前
期

（
西暦
前
二
百
年
頃
）
の
土
器
が
県
教
育
文
化
課
に
よ
っ
て

観
音
石
仏
の
あ
る
斜
面
よ
り
出
土
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
縄
文
人
、
 

弥
生
人
、
ァ
イ
ヌ
人
等
の
原
住
民
も
竜
神
の
地
下
の
湧
水
を
飲
み
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
住
宅
も
建
ち
、
町
水
道
が
掘
ら
れ
て
現
在

は
湧
水
も
止
ま
り
、
柚
人
等
の
往
復
に
は
必
ず
小
池
の
竜
神
の
詞
に
降
り

冷
水
を
飲
み
ー
ぷ
く
し
た
跡
形
も
な
く
小
池
に
は
葦
が
生
え
て
、
昔
の
お

も
か
げ
は
消
え
た
。
 

現
在
は
お
地
蔵
さ
ん
も
車
道
の
近
く
に
あ
り
、
駐
車
場
も
造
ら
れ
、
散

歩
や
山
菜
取
り
、
三
十
三
観
音
巡
り
等
の
人
々
に
は
大
分
と
便
利
に
な
っ

た
。
 

私
も
そ
の
駐
車
場
に
車
を
置
き
、
三
十
三
観
音
巡
り
を
す
る
。
 一
番
観

音
菩
薩
の
背
に
は
計
四
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 そ
の
一
人
鳴
海
忠
司

氏
は
嘉
瀬
小
学
校
の
先
生
を
さ
れ
、
生
徒
に
赤
ひ
げ
先
生
と
あ
だ
名
を
付

け
ら
れ
て
い
た
村
二
番
の
財
産
家
で
も
あ
っ
た
。
 

二
番
観
音
菩
薩
【
計
十
五
名
の
内
、
土
岐
繁
美
氏
、
沢
田
沢
一
氏
は
大

工
、
花
田
正
義
氏
は
製
材
所
を
本
町
で
経
営
さ
れ
、
金
木
町
役
場
の
収
入

役
を
勤
め
た
方
で
あ
る
。
 

一55- 

ス
キ
ー
場
で
も
あ
る
。
昭
和
五
年
の
津
軽
鉄
道

（
五所
川
原
ー
金
木
間
）
 

開
通
に
よ
り
発
展
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

大
正
十
一
年
嘉
瀬
小
学
校
卒
業
生
ー
木
村
米
吉
先
生
は
母
校
の
想
い
出

と
題
し
て
、
旧
四
月
八
日
、
清
久
溜
池
吹
き
上
げ
て
く
る
春
風
に
頬
を
紅

潮
さ
せ
て
、
太
鼓
の
ド
ン
を
合
図
に

一
廻
り
二
廻
り
走
り
、
 父
兄
と
共
に
 

楽
し
ん
だ
。
 

そ
の
後
、
今
の
ス
キ
ー
場
の
上
に
ト
ラ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
 
 
こ
こ
で
の
運

動
会
は
眺
め
も
よ
く
、
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
 

ー
勤
務

当
時

の
想
い
出

ー
木

村
先
生
 

体
育
行
事
で
の
特
色
は
、
兎
狩
り
で
あ
る
。
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
山
々

も
紅
葉
し
か
け
て
く
る
と
、
そ
の
時
期
に
な
る
の
で
あ
る
。
先
生
方
が
職

員
室
の
窓
を
あ
け
て
、
い
い
天
気
だ
あ
と
盛
ん
に
天
気
を
ほ
め
る
。
 

こ
れ
は
、
校
長
に
対
し
て
兎
狩
り
は
ど
う
か
？
の
暗
示
な
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
は
校
長
も
心
得
た
も
の
、
よ
し
、
授
業
は
二
時
で
終
わ
り
、
三
時
間

目
か
ら
山
に
行
く
か
ら
直
ぐ
準
備
に
か
か
れ
、
と
く
る
。
 

ス
キ
ー
場
の
東
側
が
、
 そ
の
場
所
な
の
で
あ
る
。
 一
、
二
、
三
年
は
道

路
上
に
、
四
、
五
、
六
年
は
北
側
の
山
上
に
配
置
さ
れ
、
高
等
科
一
、
一
一

年
の
男
は
手
に
手
に
棒
を
持
っ
て
、
草
む
ら
を
た
た
い
て
歩
く
。
す
る
と
、
 

そ
れ
こ
そ
「
だ
っ
と
」
の
如
く
飛
び
出
し
た
兎
に
、
全
山
ワ
ー
ッ
ト
あ
が

る
歓
声
。
驚
い
た
兎
は
ゴ

ロ
ゴ
ロ
下
に
お
り
て
く
る
。
 

そ
こ
を
す
か
さ
ず
棒
で
た
た
い
て
し
と
め
る
の
で
あ
る
。
秋
晴
れ
の
山

で
、
新
鮮
な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
込
み
、
兎
を
山
に
追
う
、
こ
れ
以
上
の
 
 

健
康
法
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
 

ー
 
ス
キ
ー
場
の

開
設
と
大
会

ー
木

村
先
生
 

土
台
づ
く
り
は
、
当
時
村
長
だ
っ
た
山
中
礼
一
氏
で
あ
っ
た
。
 ス
キ

ー
 

十
台
を
役
場
に
備
付
け
、
愛
好
者
に
貸
し
て
始
め
た
の
が
昭
和
五
年
の
津

鉄
開
通
の
時
だ
っ
た
。
 

そ
の
後
は
、
鳴
海
民
之
助
氏
が
ス
キ
ー
倶
楽
部
を
結
成
し
会
長
と
な
り
、
 

ヒ
ュ
ッ
テ
作
り
か
ら
、
ジ
ャ
ン
プ
台
（
設
計
者
は
吉
岡
竜
太
郎
）
作
り
と
、
 

自
分
か
ら
人
夫
と
一
緒
に
モ
ッ
コ
を
か
つ
ぎ
、
斜
度
が
ゆ
る
い
の
で
、
岩

石
の
よ
う
に
固
い
黄
土
を
唐
鍬
で
け
ず
る
等
、
手
に
豆
し
、
額
に
汗
し
て
、
 

ど
う
や
ら
二
十
七
・
八
米
の
台
に
な
っ
た
、
が
、下
の
道
路
か
ら
田
ん
ぼ
へ

降
り
る
所
が
段
に
な
っ
て
、
逆
斜
面
ま
で
行
く
に
は
相
当
雪
が
降
ら
な
い

と
、
使
え
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
こ
の
台
で
練
習
し
た
神
島
安
徳

（明
大

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
）
選
手
や
、
現
在
プ

ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
鳴
ら
し
て
い

る
三
浦
雄
一
郎
氏
等
幾
多
の
有
名
選
手
を
育

て
た
の
で
あ
る
。
 

県
大
会
、
県
下
高
校
選
手
権
大
会
と
大
が
か
り
な
も
の
か
ら
、
西
北
学

童
大
会
と
脚
光
を
あ
び
、
県
の
お
偉
方
も
お
し

の
び
で
こ
っ
そ
り
滑
り
に

来
る
ほ
ど
に
な
り
多
忙
を
極
め
た
。
 

ス
キ
ー
選
手
は
あ
ま
り
強
い
の
で
、
折
角
他
校
か
ら
来
て
も
嘉
瀬
に
は

と
て
も
か
な
わ
な
い
と
参
加
者
が
減
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
選
手
に
練

習
す
る
な
と
言
っ
た
位
だ
。
 そ
れ
で
も
選
手
は
、
ど
の
雪
に
は
、
ど
の
ワ
ッ

ク
ス
と
覚
え
て
し
ま
い
、
技
術
面
も
抜
群
で
、

二
流
三
流
で
も
立
派
に
た

ち
打
ち
出
来
る
程
に
層
が
厚
く
な
り
、
ス
キ
ー
学
校
と
言
わ
れ
る
程
に
な
っ
 

た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
学
校
常
備
の
ス
キ
ー
が
五
十
台
あ
り
、
体
操
の
時

間
が
ス
キ
ー
教
室
に
早
変
わ
り
、
雪
を
楽
し
む
様
は
壮
観
だ
っ
た
。
（
な

お
、
そ
の
後
、
第
十
七
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
、
第
十
八
回
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
日
本
代
表
選
手
、
喜
良
市
生
ま
れ
の
古
川
純
一
選
手

は
金
木
町
に
育
っ
て
い
る
。
）
 

右
の
項
は
、
嘉
瀬
生
ま
れ
木
村
米
吉
先
生
の
嘉
小
百
年
史

へ
の
寄
稿
で

あ
る
。
 

観
音
山
の
頂
上
に
登
る
に
は
三
つ
の
登
り
道
が
あ
る
。
車
の
舗
装
路
と
、
 

神
社
参
拝
へ
の
道
、
三
十
三
観
音
巡
り
の
道
、
又
奥
山
へ
行
く
車
道
は
ス

キ
ー
場
の
南
側
の
沢
を
埋
め
て
造
っ
た
も
の
だ
と
故
人
の
村
人
か
ら
聞
か

さ
れ
昔
の
柚
人
は
中
柏
木
に
行
く
道
を
通
り
現
在
の
建
設
土
取
り
場
と
な
っ

た
林
道
を
通
っ
て
今
の
車
道

（
昔
は
林
道
）
に
上
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
 

私
達
が
小
学
校
の
時
に
は
、
山
に
遠
足
に
行
く
と
帰
り
は
先
生
の
目
を

か
す
め
て
は
、
こ
の
旧
林
道
を
通
り
先
回
り
し
て
教
室
に
帰
っ
て
い
た
。
 

神
社
参
拝
へ
の
道
は
、
住
宅
地
前
の
車
道
の
北
側
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

山
の
神
神
社
、
薬
師
神
社
、
大
工
の
神
、
太
師
神
社
あ
り
、
俳
句
会
の
き

ぬ
た
の
小
道
へ
と
続
き
山
の
頂
上
の
忠
魂
堂
及
観
音
堂
へ
と
た
ど
り
着
く
。
 

昔
は
神
社
近
く
は
芝
が
一
面
に
生
え
車
道
に
向
か
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
ん

だ
り
、
尻
を
付
け
て
滑
り
降
り
て
遊
び
廻
っ
た
り
し
た
。
 

三
十
三
観
音
像
 
昭
和
八
年
建
立
、
建
立
者
三
百
ニ
名
o
 

（
観
音
信
仰
は
鎌
倉
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
中
期
か
ら
、
津
軽
で
も
隆
盛

を
き
わ
め
、
津
軽
三
十
三
観
音
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
集
か
た
り

べ
に
津
軽
観
音
個
々
の
住
所
等
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
）
 



三
番
観
音
菩
薩
n
計
一
名
、
派
立
の
中
村
佐
市
氏
農
業
。
四
番
観
音
菩

薩
廿
十
七
名
の
内
、
木
村
米
吉
先
生
は
嘉
瀬
生
ま
れ
で
、
嘉
瀬
小
学
校
に

在
職
さ
れ
た
後
に
青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校
を
定
年
退
職
さ
れ
、
現

在
は
青
森
市
松
森
字
佃
一
四
三
に
在
住
中
と
さ
れ
る
。
 

五
番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
の
内
、
畑
中
の
秋
元
亀
吉
氏
柾
割
業
。
古
町

の
木
村
峰
五
郎
氏
は
村
の
催
し
ご
と
に
三
味
線
を
弾
き
、
笛
を
吹
く
名
物

男
で
あ
っ
た
。
 

六
番
観
音
菩
薩
n
計
二
十

一
名
、
七
番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
は
長
富
部

落
の
方
々
。
七
番
観
音
菩
薩
H
計
十
名
の
内
古
町
の
鳴
海
勲
氏
は
奴
踊
り

の
元
祖
、
鳴
海
惣
五
郎
氏
、
鳴
海
大
次
郎
氏
は
柾
割
業
で
す
。
 

八
番
観
音
菩
薩
n
計
二
名
。
九
番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
の
内
、
畑
中
の

土
岐
繁
一
氏
は
、
奴
橋
近
く
の
馬
蹄
製
鉄
所
の
ご
主
人
、
当
時
は
嘉
瀬
村

に
何
百
頭
か
の
馬
が
い
て
、
四
軒
の
馬
蹄
製
鉄
所
が
あ
り
、
役
場
に
馬
の

戸
籍

（
本
籍
、
生
年
月
日
名
称
ー
何
号
を
記
し
た
公
文
書
）
あ
り
、
売
買

の
さ
い
は
戸
籍
も
必
要
と
さ
れ
た
。
 

十
番
観
音
菩
薩
n
計
二
十
名
。
十
一
番
観
音
菩
薩
「
計
十
七
名
の
内
、
 

派
立
の
原
田
勇
太
は
村
会
議
員
、
土
岐
正
蔵
大
工
、
今
常
五
郎
馬
で
の
運

搬
業
、
浜
田
由
雄
も
運
搬
業
、
飯
塚
力
雄
も
運
搬
業
。
 

十
二
番
観
音
菩
薩
【
計
一
名
。
本
町
の
鳴
海
民
之
助
氏
、
嘉
瀬
小
学
校

歴
代
五
番
目
校
長
先
生
大
正
九
年
四
月
ー
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
六
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
勤
め
る
。
 

十
三
番
観
音
菩
薩
n
計
十
三
名
の
内
、
鍛
町
の
原
田
男
茶
氏
農
業
、
秋

元
惣
五
郎
氏
農
業
。
十
四
番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
。
 

十
五
番
観
音
菩
薩
廿
計
一
名
中
柏
木
、
原
田
茂
次
郎
氏
。
十
五
番
観
音

菩
薩
n
計
二
十
名
の
内
、
小
栗
崎
の
松
川
松
右
工
門
氏
、
運
搬
業
。
 

十
六
番
観
音
菩
薩
廿
六
名
の
内
、
冷
水
の
沢
田
勇
三
郎
氏
農
業
、
小
山

内
男
治
氏
農
業
、
農
協
理
事
。
十
七
番
観
音
菩
薩
n
計
二
名
の
内
、
本
町

の
高
杉
宇
八
郎
氏
本
町
に
て
呉
服
店
経
営
者
。
 十
八
番
観
音
菩
薩
廿
五
名

の
内
、
秋
村
米
作
農
業
、
斉
藤
千
代
吉
氏
鍛
町
下
駄
ゃ
ご
主
人
。
 

十
九
番
観
音
菩
薩
n
計
十
九
名
の
内
、
昭
和
町
の
今
豊
五
郎
氏
柚
人
、
 

金
沢
岩
五
郎
氏
柚
人
、
秋
元
虎
次
郎
氏
柚
人
。
 二
十
番
観
音
菩
薩
n
計
六

名
の
内
、
畑
中
の
鳴
海
角
左
門
氏
農
業
、
鳴
海
善
七
郎
氏
畑
中
に

て
鞍
造

店
の
ご
主
人
。
 

二
十
一
番
観
音
菩
薩
【
計
四
名
。
二
十
ニ
番
観
音
菩
薩
n
計
七
名
の
内
、
 

本
町
の
工
藤
林
蔵
氏
本
町
に
て
魚
及
呉
服
店
経
営
、
冷
水
の
山
中
徳
三
郎

氏
農
業
。
 

二
十
三
番
観
音
菩
薩
H
計
七
名
、
冷
水
の
花
田
甚
作
氏
農
業
。

二
十
四

番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
の
内
、
工
藤
き
よ
。
二
十
五
番
観
音
菩
薩
廿
三
名
、
 

木
村
担
道
妻
、
今
兵
四
郎
妻
、
斉
藤
重
五
郎
妻
。
長
富
。
 

一
一
十
五
番観
音
菩
薩
廿
計
十
一
名
の
内
、
斉
藤
定
五
郎
妻

・
稲
垣
、
岩

井
茶

一
郎
妻
。
二
十
六
番
観
音
菩
薩
n
計
五
名
の
内
、
平
川
由
八
氏
農
業
。
 

二
十
八
番
観
音
菩
薩
H
計
七
名
の
内
、
斉
藤
由
八
氏
、
畑
中
、
農
業
、
 

斉
藤
直
衛
氏
本
町
に
て
そ
ぱ
屋
ご
主
人
。
 

二
十
九
番
観
音
菩
薩
n
計
四
名
の
内
、
伊
藤
吉
二
。
三
十
番
観
音
菩
薩
 

n
計
十
六
名
の
内
、
前
町
、
木
立
間
五
郎
氏
、
村
会
議
員
。
 三
十
一
番
観

音
菩
薩
n
計
八
名
の
内
、
蛸
島
繁
太
郎
氏
農
業
。
三
十
二
番
観
音
菩
薩
H
 

計
七
名
の
内
、
蛸
島
寅
次
郎
氏
。
 

三
十
三
番
観
音
菩
薩
n
計
の
内
、
鳴
海
善
八
氏
、
村
会
議
員
及
び
本
町

の
熱
の
湯
の
ご
主
人
。
（
観
音様
石
像
の
建
立
者
数
三
百
二
十
名
）
 

右
建
立
者
は
明
治
ー
大
正
初
期
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
殆
ど
故
人
と
な
ら

れ
て
い
る
。
 こ
の
三
十
三
観
音
巡
り
の
道
を
歩
む
お
り
に
は
観
音
菩
薩
の

背
を
覗
う
と
そ
こ
に
は
、
懐
か
し
い
故
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
あ
り
、
半
世

紀
前
に
巡
り
合
っ
た
ま
ま
の

（
故
人
、私
）
二
人
の
姿
で
あ
る
。
 

鳴
海
校
長
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
こ
の
道
を
登
り
山
の
昆
虫
、
ヤ
ン
マ
ト

ン
ボ
、
 美
し
い
チ
ョ
ウ
、
大
き
な
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
等
に
驚
き
山
の
景
観

に
接
し
、
最
初
に
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
観
音
様
で
あ
る
。
 

三
十
三
観
音
巡
り
の
道
を
登
り
き
る
と
観
音
堂
に
た
ど
り
着
き
、
周
囲

に
は
、
殉
難
警
察
官
吏
之
碑

ー
 

石
碑
の
裏
側
に
『
故
青
森
県
巡
査
、
千
葉
徳
太
郎
、
明
治
三
十
五
年
九
月

五
日
殉
難
、
大
正
十
三
年
九
月
五
日
建
立
、
発
起
人
、
金
木
警
察
分
署
、
 

嘉
瀬
消
防
組
』
嘉
瀬
駐
在
所
勤
務
。
 

ー
大

東
亜
戦
争
の
痕
跡

ー
 

山
中
弘
、
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
少
年
飛
行
兵
に
志
願
さ
れ
、
 

特
攻
機
に
乗
り
南
の
空
に
散
っ
た
若
者
で
あ
る
。
 

斉
藤
亀
八
、
観
音
山
の
縁
日
に
は
、
三
人
抜
き
の
相
撲
に
勝
抜
く
豪
の

者
で
会
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
常
夏
の
国
、
レ
イ
テ
島
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
山

の
激
戦
に
て
戦
死
さ
れ
て
い
る
。
 

沢
田
常
雄
、
昭
和
十
一
年
嘉
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
、
海
軍
に
志
願
 
 

さ
れ
て
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
方
面
海
上
に
て
戦
死
。
 

山
中
武
四
郎
、
私
の
少
年
時
代
に
指
導
的
立
場
に
あ
り
、
村
の
た
め
に

尽
く
し
た
意
思
の
強
い
人
で
あ
っ
た
が
、
零
下
四
十
度
近
く
な
る
朝
は
寒

気
で
身
体
も
痛
く
な
り
、
静
寂
の
朝
は
鳥
も
獣
の
鳴
き
声
も
絶
え
る
と
い

わ
れ
る
シ
ベ
リ
ア
「
チ
タ
」
地
区
ダ
ラ
ス
ン
収
容
所
に
て

（
妻
子
あ
る
身
）
 

に
て
戦
病
死
さ
れ
て
い
る
。
 

私
の
肉
親
の
兄
も
レ
イ
テ
島
シ
ラ
ッ
ト
に
て
戦
死
さ
れ
、
五
所
川
原
市

の
龍
泉
寺
に
父
と
二
人
で
兄
の
遺
骨
箱
を
受
け
取
り
、
わ
た
し
は
津
鉄
の

汽
車
に
乗
る
、
胸
に
抱
い
た
遺
骨
を
下
ろ
し
窓
際
の
席
に
置
く
汽
車
は
ガ
ッ

タ
ン
ガ
ッ
タ
ン
と
発
車
す
る
。
 

日
本
晴
れ
で
あ
る
、
青
田
の
上
を
微
風
が
西
よ
り
流
れ
、
窓
か
ら
入
り
、
 

遺
骨
箱
に
注
ぐ
、
私
は
遺
骨
箱
を
窓
の
方
に
向
け
る
。
 

六
年
振
り
の
無
言
の
帰
国
の
兄
に
、
古
里
だ
よ
と
心
で
告
げ
た
。
 

徴
兵
と
し
て
「
中
国
」
北
支
派
遣
軍
に
加
わ
り
約
三
年
間
の
戦
い
、
南

方
方
面
の
戦
局
が
絶
望
的
と
な
っ
た
昭
和
十
九
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
さ

れ
、
昭
和
二
十
年
レ
イ
テ
島
に
て
玉
砕
、
戦
死
し
た
兄
だ
っ
た
。
 

ふ
っ
と
前
の
席
の
父
を
見
る
と
外
の
風
景
を
眺
め
て
心
は
静
か
な
よ
う

で
安
心
す
る
。
 後
日
骨
箱
を
動
か
す
た
ぴ
に
カ
タ
、

コ
ト
と
音
が
す
る
。
 

父
と
二
人
で
蓋
を
開
け
中
を
見
る
と
納
ま
っ
て
い
た
品
は
〇
〇
〇
之
霊
と

書
か
れ
た
小
さ
な
白
木
の
位
牌
だ
っ
た
。
 

旧
嘉
瀬
村
地
区
、
大
東
亜
戦
の
戦
没
者
、
百
二
名
（
嘉
瀬
忠
魂
碑
に
依

る
）
の
内
、
本
物
の
骨
箱
と
な
っ
て
帰
れ
た
の
方
は
何
人
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
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数
千
里
の
離
れ
た
異
国
の
山
河
や
空
海
で
屍
と
な
っ
て
半
世
紀
を
過
ぎ

去
っ
て
い
る
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
 

此
の
戦
没
者
達
も
嘉
瀬
観
音
様
の
縁
日
の
夜
、
踊
り
に
参
加
さ
れ
、
昼

は
相
撲
に
歌
の
大
会
と
参
加
さ
れ
て
い
る
。
又
、
近
隣
の
村
々
の
人
々
も

集
う
、
賑
わ
っ
た
祭
り
で
あ
っ
た
。
 

平
成
十
三
年
二
月
に
工
藤
清
治
氏
、
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
代
表
山
中
正

津
氏
、

R
A
B
よ
り
伊
奈
か
っ
ぺ
い
、
中
央
の
芸
人
内
海
佳
子
、
及
び
司

会
者
の
五
人
の
対
談
は
、
観
音
堂
に
安
置
の
桃
地
蔵
、
山
中
利
一
地
蔵
及

び
小
山
内
嘉
七
郎
『
漫
遊
』
氏
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
数
年
前
に
は
、
 

直
木
賞
作
家
「
主
人
公
は
桃
津
軽
よ
さ
れ
節
」
長
部
日
出
雄
氏
も
訪
れ
て

い
る
。
 

小
山
内
漫
遊
仙
人
は
唄
い
手
と
し
て
は
、
桃
を
理
想
と
さ
れ
、
桃
発
声

の
練
習
場
と
さ
れ
た
こ
の
観
音
山
で
漫
遊
自
身
も
唄
の
発
声
の
練
習
、
又
、
 

他
県
の
民
謡
も

マ
ス
タ
ー
さ
れ
て
、
全
国
を
唄
い
歩
か
れ
て
、
 広
島
及
び

熊
本
放
送
局
で
、
大
正
十
五
年
に
民
謡
を
ラ
ジ
ォ
放
送
さ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。
 

軍
の
慰
問
で
大
陸
に
渡
り
、
唄
い
あ
る
き
、
そ
の
名
も
本
名
よ
り
も
漫

遊
の
方
が
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
思
想
的
に
は
日
本
右

翼
の
首
領
頭
山
満
の
右
腕
と
し
て
活
躍
、
北
一
輝
、
大
川
周
明
氏
等
と
交

遊
あ
り
。
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の
時
、
無
政
府
主
義
者
大
杉
栄
の

葬
儀
場
に
乗
り
込
み
、
ピ
ス
ト
ル
を
か
ざ
し
て
そ
の
遺
骨
を
奪
っ
た
首
謀

者
と
さ
れ
る
。
 又
、
民
選
初
代
知
事
の
津
島
文
治
、
及
び
竹
内
知
事
と
も

親
交
の
深
い
方
で
あ
る
。
（
御
子
息
は
R
AB
の
山
中
達
一
氏
）
四
十
四
 
 

才
の
若
さ
で
死
去
し
た
、
将
来
の
大
人
物
と
目
さ
れ
た
山
中
利
一
氏
と
は
、
 

右
翼
同
志
で
あ
る
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
よ
く
観
音
山
に
遊
び
し

日
を
 

（小
学
校
は
同
級
生
で
も
あ
る
。
）
二
人は
よ
く
語
り
合
っ
た
と
さ
れ
る
。
 

私
が
漫
遊
を
見
た
の
は
、
敗
戦
の
後
で
あ
る
。
法
華
宗
の
輪
太
鼓
に
似

た
太
鼓
を
持
ち
、
白
衣
を
ま
と
い
、
髪
は
胸
ま
で
た
れ
て
、
首
に
は
大
き

い
数
珠
を
か
け
て
、
太
鼓
を
叩
き
、
 

嘉
瀬
の
桃
だ
ば
 
女
郎
買
い
好
き
だ
 

そ
れ
は
冗
談
だ
、
酒
ば
か
り
好
き
だ
 

そ
れ
も
冗
談
だ
 
ボ
ダ
モ
ヂ
好
き
だ
 

唄
の
好
き
な
漫
遊
は
村
を
歩
い
て
は
唄
い
、
観
音
堂
を
住
み
家
と
し
て

も
唄
っ
て
い
た
。
 

当
時
は
天
皇
制
に
付
い
て
も
村
人
を
劇
場
に
集
い
、
天
皇
制
擁
護
を
吉

崎
正
光
氏
（
共
産
主
義
者
と
な
る
前
）
等
と
共
に
う
っ
た
え
て
い
る
。
 

観
音
堂
に
恩
師
の
山
中
利
一
地
蔵
と
棟
方
志
功
画
伯
の
絵
を
下
絵
に
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
桃
地
蔵
と
の
二
体
の
像
が
安
置
さ
れ
、
供
養
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
太
鼓
を
法
螺
貝
に
替
え
て
修
験
者
と
な
っ

て
、
嘉
瀬
観
音

堂
を
拠
点
と
し
て
、
八
甲
田
山
の
鹿
内
仙
ん
棟
方
志
功
画
伯
、
自
ら
も
小

山
内
仙
人
と
称
し
、
三
人
は
酸
ケ
湯
温
泉
で
夜
の
更
け
る
ま
で
、
語
り
合
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
 

聖
地
と
さ
れ
る
下
前
の
権
現
崎
、
岩
木
山
赤
倉
沢
と
、
行
な
い
励
む
こ

と
数
度
、
年
老
い
て
は
日
夜
、
二
体
の
地
蔵
を
供
養
さ
れ
、

八
十
二
才
昭

和
五
十
三
年
三
月
、
村
里
は
な
れ
た
、
そ
こ
つ
な
観
音
堂
の
地
蔵
の
前
で

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
冥
土
に
旅
立
っ
た
の
で
あ
る
。
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小
山
内
漫
遊
伝
記
に
つ
い
て
は
、
第
三
集
の
か
た
り
べ
ー
山
中
正
津
氏
、
 

第
四
集
ー
小
山
内
嘉
一
郎
氏
、
第
八
集
及
び
第
十
集
ー
木
立
民
五
郎
氏
等

に
よ
り
著
し
て
い
る
の
で
、
是
非
お
読
み
頂
き
た
い
。
 

嘉
瀬
観
音
山
か
ら
の
遠
景
は
、
車
の
道
程
は
約
四
十
ニ
キ
ロ
の
地
点
に

日
本
海
に
突
き
出
た
、
二
百
二
十
九
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
絶
壁
、
二
千
二
百

年
前
中
国
の
秦
の
時
代
に
不
老
不
死
の
仙
薬
を
求
め
て
、
徐
福
上
陸
伝
説

も
あ
る
観
光
の
名
勝
地
の
権
現
崎
の
岬
が
眺
ま
れ
、
西
遠
景
に
連
な
る
砂

丘
に
は
、
古
代
の
多
く
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
現
在
の
十
三
湖
も
十
三
潟
、
 

十
三
湊
、
と
近
年
ま
で
三
通
り
に
称
ば
れ
て
い
た
。
 

古
代
潟
時
代
に
は
嘉
瀬
観
音
山
に
連
な
る
小
栗
崎
ー
端
山
崎
等
は
漣
の

押
し
寄
せ
る
地
帯
と
も
い
わ
れ
、
対
岸
の
西
の
昇
風
山

（
砂丘
）
、
縄
文

後
期
の
遮
光
器
土
偶
は
代
表
的
遺
跡
で
あ
り
、
又
、
日
本
海
岸
の
七
里
長

浜
に
は
、
 最
近
有
名
に
な
っ
た
、
埋
没
林
及
び
火
山
灰
が
平
成
一
二
年
に

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
七
里
長
浜
の
出
来
島
北
方
、
泥
炭
層
に
は
、
九
州
南

部
、
鹿
児
島
湾
の
北
端
に
あ
る
姶
良
（
あ
い
ら
）
・
カ
ル
デラ
の
巨
大
噴
火

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
火
山
灰
が
挟
っ
て
い
る
。
 「姶
良

T
N火
山
灰
」
 

は
埋
没
林
の
少
し
上
を
見
る
と
、
細
く
白
い
筋
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
 

約
二
万
七
千
年
前
、
日
本
列
島
全
域
を
襲
っ
た
こ
の
巨
大
噴
火
は
、
九

州
の
生
態
系
を
壊
滅
的
な
も
の
に
し
、
本
州
で
も
森
林
の
変
化
を
一
気
に

促
進
し
た
。
針
葉
樹
林
だ
っ
た
昇
風
山
や
津
軽
一
帯
で
は
、
湿
原
は
乾
燥

し
、
二
次
的
な
低
木
類
が
は
び
こ
っ
た
。
 

旧
石
器
時
代
の
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
違
い
な
い
。
 

も
う
ー
つ
巨
大
噴
火
の
産
物
が
あ
る
。
現
在
の
池
沼
下
の
地
層
や
新
し

い
砂
丘
砂
の
中
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
受
け
ら
れ
る
の
が
、
朝
鮮

半
島
の
付
け
根
の
白
頭
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
真
白
な
火
山

灰
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
平
安
時
代
の
九
百
二
十
年
前
後
に
噴
火
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

じ
く
バ
ブ
ル
・
ウ
ォ
ー
ル
の
火
山
ガ
ラ
ス
で
、
乾
く
と
さ
ら
さ
ら
し
て
い

る
。
 こ
の
火
山
灰
が
降
っ
た
こ
と
で
、
昇
風
山
の
砂
丘
砂
は
突
然
、
真
っ

黒
な
土
壌
に
変
化
し
た
が
、
こ
れ
を
ク
ロ
ス
ナ
と
呼
ん
で
い
る
。
 

砂
丘
の
上
に
草
原
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
三
内
丸
山
遺
跡
の
調
査
で
も

見
つ
か
っ
て
い
て
、
湿
原
が
乾
燥
す
る
と
と
も
に
シ
ダ
が
大
繁
茂
し
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
自
分
の
周
囲
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
全
く
関
係
な

さ
そ
う
な
も
の
が
、
実
は
大
き
な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
 

昇
風
山
の
自
然
に
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
ん
な
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
に
違

い
な
い
。
 

七
里
長
浜
と
屍
風
山
が
大
切
な
の
は
、
そ
こ
か
ら
世
界
が
見
え
て
く
る

か
ら
で
あ
る
。
 

中
世
か
ら
戦
国
末
期
に
か
け
て
日
本
を
代
表
す
る
有
力
な
七
湊
と
は
、
 

越
前
三
国

・
加
賀
本
吉

・
能
登
輪
島

・
越
中
岩
瀬

・
越
後
今
町

・
出
羽
酒
 

ト
サ
ミ
ナ
ト
 

田
・

（
土
崎湊
）
陸
奥
津
軽
十
三
湊
で
あ
る
。
 

平
安
時
代
の
西

一
〇
五
一
年
、
前
九
年
の
役
で
源
頼
義
に
滅
ぼ
さ
れ
た

安
倍
貞
任
の
子
孫
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
安
東
氏
は
安
藤
氏
と
も
称
さ
れ

て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
安
東
水
軍
の
十
三
湊
は
し
ぱ
ら
く
栄
え
て
鎌
倉

期
及
室
町
期
に
は
北
日
本
海
の
王
者
と
し
て
安
東
水
軍
は
朝
鮮
半
島
、
中
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戦
没
者
氏
名
 
年
月
日
・
戦病
別
 
位
階
 

死
 
没
 
・
 
場
 
所
 

山
中
龍

夫
 
昭
』
一
西
三〇
戦
死
 陸
曹
 
中
国
山
西
省
嚢
垣
県
城
外
 

国
大
陸
に
ま
で
も
航
海
し
、
二
度
に
わ
た
る
元
憲
の
乱
に
参
戦
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
 

鎌
倉
末
期
西

一
三
一
ニ
ー
一
七
年
に
は
福
島
城
を
築
城
し
、
室
町
時
代

に
は
日
本
の
本
将
軍
と
も
呼
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

江
上
波
夫
博
士
が
昭
和

3
0
年
に
行
っ
た
発
掘
調
査
で
は
、
城
堆
の
規
模

は
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
東
北
地
方
最
大
の
ス
ケ
ー
ル
だ
っ

た
。
本
拠
地
十
三
湊
も
発
展
し
、
立
派
な
寺
社
社
殿
が
立
ち
並
び
、
港
湾

施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
た
。
近
年
、
市
街
地
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
結
果
、
大
量
の
中
国
製
の
青
白
磁
な
ど
が
出
土
し
、
町
並
み
と
結

び
つ
い
た
大
き
な
屋
敷
跡
も
発
見
さ
れ
た
。
安
東
氏
の
屋
敷
跡
と
思
わ
れ

る
。
 

鎌
倉
室
町
期
に
絶
頂
を
迎
え
た
安
東
氏
だ
が
、
西

一
三
四
一
年
、
南
北

朝
時
代
の
二
回
に
渡
る
日
本
海
大
津
波
に
よ
る
十
三
湊
壊
滅
（
西
一
六
〇

〇
年

・
慶
長
五
年
及
び
西
一
六
三
八
年

・
寛
永
十
五
年
の
岩
木
山
噴
火
が

あ
り
、
灰
の
降
る
こ
と
夜
の
ご
と
し
）
十
五
世
紀
中
葉
、
南
部
氏
の
攻
勢

あ
り
、
長
享
四
年

（
西
一四
三
二
年
）
に
は
津
軽
藩
に
攻
め
込
ま
れ
福
島

城
は
落
城
、
海
の
王
者
も
背
後
か
ら
の
陸
戦
に
破
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

そ
の
後
十
三
湊
は
津
軽
の
物
資
の
運
搬
船
の
往
来
は
あ
っ
た
が
、
昔
の

面
影
は
な
く
現
在
の
湖
は
狭
く
な
り
十
三
湖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

観
音
山
か
ら
の
近
景
は
日
本
三
大
美
林
と
称
さ
れ
た
あ
す
な
ろ

（
槍
）
 

の
樹
木
地
帯

（
あ
す
な
ろ
の
成
長
は
四
寸
角
の
丸
太
と
な
る
の
に
二
百
年

を
要
す
る
。
 一
尺
五
寸
ー
二
尺
の
架
物
材
の
丸
太
は
三
百
ー
四
百
年
を
要
 
 

す
る
そ
う
で
あ
る
。
）
で
あ
っ
た
中
山
山
脈
、
あ
す
な
ろ
の
材
木
を
運
ぶ
た

め
の
軌
道
車
は
日
本
で
一
番
最
初
に
走
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

喜
良
市

・
金
木

・
大
沢
内

・
薄
市

・
今
泉
等
の
部
落
の
西
側
に
面
し
た

森
林
鉄
道
は
日
本
海
の
大
津
波
の
渦
巻
き
に
よ
る
、
岩
木
川
（
大
川
）
等

の
泥
砂
が
巻
き
上
っ
た
砂
の
地
層
帯
に
明
治
十
二
年
に
レ
ー
ル
を
敷
き
材

木
を
青
森
に
運
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

潟

・
湊
・
湖
と
変
容
さ
れ
た
津
軽
平
野
の
有
様
を
眺
め
眼
前
に
は
、
全

国
に
見
て
も
貴
重
な
発
見
と
さ
れ
る
、

一
万
三
千
年
前
の
太
平
山
元
遺
跡
 

（
蟹
田
町）
の
石
器
に
並
ぶ
と
さ
れ
る
金
木
町
喜
良
市
の
相
野
山
遺
跡
の

石
器
を
筆
頭
に
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
中
に
我
が
ふ
る
里

・
金

木
の
町
並
み
が
あ
る
。
 

太
宰
治
も
戦
時
疎
開
中
に
観
音
山
に
嘉
瀬
の
知
人
と
訪
れ
て
生
れ
育
っ

た
津
島
家
の
あ
り
か
を
探
し
た
と
い
わ
れ
る
。
 

戦
没
者
及
小
山
内
漫
遊
他
ふ
る
里
の
人
々
ー
百
数
名
の
鎮
魂
地
で
も
あ

る
。
四
季
お
り
お
り
の
旬
物
を
探
し
求
め
る
人
、
朝
タ
散
歩
す
る
人
、
冬

山
に
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
、
春
と
も
な
る
と
昼
休
み
の
時
間
帯
に
車
で

行
く
憩
い
の
人
、
気
軽
に
自
然
を
満
悦
で
き
る
身
近
な
山
で
あ
る
。
 

桜
満
開
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
四
月
二
十
八
日
車
に
乗
っ
て
観
音
山
に

向
か
っ
て
行
く
途
中
の
踏
切
に
差
し
掛
か
る
と
南
側
に
あ
る
、
嘉
瀬
駅
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
一
本
の
桜
が
満
開
で
見
え
て
い
る
。
 

明
治
生
れ
の
先
輩
達
が
、
昭
和
一
桁
時
代
に
ニ
ー
三
年
が
が
り
で
駅
を

出
発
点
に
観
音
山
ま
で
数
多
く
、
桜
並
木
と
し
て
植
え
た
桜
の
内
の
一
本
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で
あ
ろ
う
。
 

七
十
年
の
風
雪
に
耐
え
忍
び
咲
い
て
い
る
桜
は
観
音
山
の
坂
ま
で
十
本

だ
け
残
っ
て
疎
で
あ
る
。
桜
並
木
と
し
て
植
え
た
当
時
、
子
供
な
が
ら
見

て
い
る
私
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
数
の
生
残
り
の
桜
並
木
。
 

頂
上
に
も
十
本
程
の
桜
が
満
開
に
近
い
状
況
に
あ
り
、
鴬
も
嚇
っ
て
い

て
日
本
晴
れ
で
あ
る
。
 

ー
子

等
に
残
し
た
い
観
音
山

ー
 

先
生
に
引
率
さ
れ
た
四
十
人
程
の
小
学
生
が
ス
ケ
ッ
チ
に
き
て
、
中
山

山
脈
に
向
き
あ
う
生
徒
、
観
音
像
の
前
に
座
す
る
生
徒
も
い
る
。
 

き
ぬ
た
の
小
道
の
旬
碑
に
行
っ
た
り
、
各
々
ス
ケ
ッ
チ
の
場
所
探
し
に

夢
中
で
あ
る
。
 

私
が
腰
を
掛
け
て
い
る
ベ
ン
チ
の
傍
に
き
て
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
る
小
学

生
も
い
る
。
日
本
海
の
西
の
彼
方
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
く
る
白
雲
と

町
並
の
風
景
を
眺
め
て
い
る
。
 

こ
の
可
愛
ら
し
い
小
学
生
も
私
の
よ
う
な
喜
寿
の
老
ら
く
と
な
る
も
、
 

今
日
の
ス
ケ
ッ
チ
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
 

附
表
 
嘉
瀬
村
忠
魂
碑
銘
 

山

中
 

弘
 

鎌
田
三
太

郎
 

棟
方
由
之
助
 

山

中

信
高
 

原
 
田
薫

雄
 

成
田
与
三
郎
 

今
熊
太

郎
 

山

中
勝
治
 

山

中
柾

男
 

斉
藤
善
七
郎
 

鎌
田

岩

男
 

飯
塚

秀

男
 

沢
 
田
 
国
平
 

沢
田
 
国

雄
 

平

川
久

作
 

伊

藤
精
 
八
 

舛

甚

助
義
 

小
山
内
初
四
郎
 

原
田

兼
吉
 

木

下

林

蔵
 

鳴

海

繁
四
 

伊

藤

哲

雄
 

照
九
孟
宍
 
戦
死
 

昭
一
九・
七ニ
一
 
戦
病
 

照
一〇
三
三
九
 
戦
病
 

昭
ニ〇
五
二
六
 
戦
死
 

昭
一
九二
〇
二
五
戦
病
 

昭
一
九西
ニ
一
一
 
戦
死
 

昭
一
九・
九・
一
 
戦
病
 

昭
ニ
一五
エ
（
 
病
死
 

照
一〇
・七
・
二
九
 ク
 

照
一〇
・
〒入
 

ク
 

昭
二〇
二
・
二
入
 ク
 

昭
二0
・
四・
四
 

ク
 

昭
二〇
・
四・
四
 

ク
 

昭
一
九二
工
（
 
ク
 

昭
一
九二
工
（
 
ク
 

昭
一
九・
〒五
 

ク
 

照
九
・
三三
五
 

ク
 

昭
一
九・
九二
五
 
戦
死
 

昭
一
九・
九・
五
 

ク
 

昭
一
八・
五・
一
一
一
 

ク
 

昭
一七
二
（・
二〇
 

ク
 

昭
一
四
二
二
四
 
戦
病
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

陸
左（
長
 

陸
左（
長
 

陸
 
上
 

陸
左（
長
 

陸
宣（
長
 

陸
 
軍
 

陸
基
長
 

陸
  

陸
兵
長
 

陸
 
一
 

陸
 
一
 

陸
基
長
 

陸
中血
長
 

陸
」
」
ハ
長
 

陸
 
上
 

陸
共
長
 

ク
 
 

陸
 伍
 

ク
  

陸
 
上
 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
ッ
ク
デ
 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
サ
ル
ミ
ン
 

中
国
武
昌
県
武
士
昌
 

中
国
湖
南
省
新
化
県
巴
油
 

中
国
湖
南
省
衡
陽
県
 

ソ
ロ
モ
ン
群
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビル
島
タ
ロ
キ
ナ
 

ビ
ル
マ
国
・
チ
イ
デ
ム
 

ス
ン
パ
ク
島
ロ
ン
ポ
ク
 

中
国
湖
南
省
寧
郷
県
大
公
部
 

朝
鮮
済
洲
島
西
方
海
上
 

中
国
湖
南
省
榔
県
 

神
奈
川
県
崎
大師
原
 

神
奈
川
県
崎
大
師
原
 

マ
ニ
ラ
昭
和
島
間
海
上
 

ク
エ
ゼ
リ
ン
島
 

呂
床
島
リ
パ
飛
行
場
 

ス
ダ
ン
列
島
ロ
ン
ボ
ッ
ク
島
沖
合
 

濠
北
ケ
イ
諸
島
方
面
  

「イ
ュ
ウ
」
 
一〇
五
兵
姑
病院
 

ソ
ロ
モ
ン
群
島
ブ
ー
ゲ
ソ
ビ
ル
島
 

中
国
河
南省
武
安
県
第
一
〇
師
団
野
戦病
院
 

北
満
斉
々
爾
陸
軍
病
院
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増
田

千
代
吉
 

小
山
内
松
次
郎
 

鈴

木

敏

信
 

中

村
英
雄
 

三
上

子
之
太
 

加
藤

勇
一
一
 

沢
田

吉
松
 

斉

藤
良

雄
 

斉

藤
善
一
 

神
島

安
光
 

山
中

正
美
 

鳴
海

太

郎
 

成
 
田

忠
雄
 

須
崎

永
吉
 

沢
 
田
定
 
一
 

浜
 
田
常
雄
 

鳴

海

金

蔵
 

山
中
作
次

郎
 

秋
元

秀
雄
 

山

中

正
志
 

伊
藤
一
二

三
 

佐

野
幸
次
 

照
西
孟
二
六
 
病
死
 

昭
一
三
元
二
五
 
戦
病
 

昭
ニ〇
ニ
一・
三
 
戦
死
 

昭
ニ0
三
孟
 
戦

病
 

照
一〇
三
三
七
 
戦
死
 

昭
一
五
・
九
人
 
病
死
 

昭
一
五
・
九
三
九
 
戦
病
 

昭
」〇
孟
三
 
戦
死
 

昭
ニ
一三
三
一
 
戦
病
 

昭
ニ〇
入
二
六
 
戦
死
 

昭
一
一
〇
・
八
二
五
 
戦
死
 

昭
ニ〇
二
二
五
 
戦
病
 

昭
」五
毛
ニ（
 
病
死
 

昭
一
九
入・
九
 
戦
死
 

昭
一
九入
・
九
 
戦
死
 

昭
一
九・
七
・
入
 
戦
死
 

昭
一乍
一
一
毛
 
戦
死
 

昭
一
九・
七・
四
 
戦
死
 

昭
一
九
入
三
 
戦
死
 

昭
元
ニ
〇
ニ
三
戦
病
 

昭
一八
二
9
六
 
戦
死
 

照

七
エ
（
毛
 
戦
死
 陸

 
上
 

陸
 
軍
 

陸
豆
（
長
 

陸
 
上
 

陸
 
上
 

陸
 
軍
 

陸
少
尉
 

陸
 
曹
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

陸
官
パ長
 

海
上
水
 

海
上
水
  

」響
共
長
  

」
撫
風属
  

」紐
巾
蔚
 

海
上
水
 

海
上
水
  

」母
共
長
 

海
一
水
 北

ポ
ルネ
オ
島に
て
羅
病
、帰
郷
。自
宅
で
没
 

ソ
連
ケ
イ
メ
ル洲
キ
ス
ロ
ー
フ
ス
キ
 

ル
ソ
ン島
リ
ザ
ー
ル
洲
タ
ン
パ
リ
ッ
ト
 

ル
ソ
ン島
マ
ウ
ナ
ン洲
べ
ギ
野
病
 

比
島
ク
ラ
ー
ク
地
区
 

五
所
川
原
病
院
で
没
 

北
支
那
に従
軍
し
病
気
と
なり
帰
郷
。
 
 

中
国
天
津
市
陸
軍病
院
 

中
国
湖
南
省
新
化
県黄
家
沖
 

一
四
四
九
陸
病
 

ソ
連
ハ
パ
ロ
フ
ス
ク洲
ム
リ
ー
地
区
 

満
洲
興
安
省
海
粒
爾
弐
地
区陣
地
 

満
洲
牡
丹
江
省穆
稜
県
小笠
山
 

ル
ソ
ソ島
マ
ウ
テ
ン
洲
パ
キ
オ
 

ナ
ホ
ト
カ
捕
虜
収
容所
 

南
西
諸
島方
面
 

南
西
諸
島
方
面
 

マ
リ
ア
ナ
諸
島
方
面
 

ソ
ロ
モ
ン諸
島
方
面
 

太
平
洋
小
笠原
諸
島
方
面
 

南
太
平
洋
テ
ニ
ア
ン島
 

南
太
平
洋
メ
レ
ョ
ン
島
 

南
洋
諸
島
方
面
 

東
太
平
洋
方面
 

其
田

年
次

郎
 

増
田
末
作
 

尾
野
義
美
 

其
田

弥
士
男
 

増
田

清
次

郎
 

其
 
田
 正
 
一
 

太
田

定

杉
 

其
 
田
長
 
六
 

斉
藤
秀

雄
 

斉
藤
道

国
 

八
 
幡
隆
 
三
 

中
元
平
占
］
五郎
 

今
 

初
雄
 

浜
 
田
繁
 
八
 

三
 
上
勝
見
 

山
中
 

泉
 

飯
塚

長
栄
 

秋
元
兼
太
郎
 

今
 
福
四

郎
 

三
 
上
 勝
見
 

山

中

篤
司
 

伊

藤

勝

衛
 

照
百
三
三
 
戦
死
 

昭
一
九
三二
五
 
戦
死
 

昭
」
〇
西
三
 
病
死
 

昭
一九
・
二
二七
 
戦
死
 

昭
二
〇
・
」一
二一一
 
戦
死
 

昭
ニ
〇
宍
二
0
 
戦
死
 

照
百
・
本
」
百
 
戦
死
 

昭
一
九夫
三
」
一
戦
病
 

昭
二〇
・
九・
四
 
戦
病
 

照

入
三
二
四
 
戦
病
 

昭
二0
七
二
七
 
戦
死
 

照
一〇
二
〇
・
九
 戦
病
 

昭
一
」一五
三
七
 
戦
病
 

昭
一
九・
九二
九
 
戦
病
 

昭
一
九三
三
入
 
戦
病
 

昭
ニ〇
夫
二
五
 
戦
死
 

昭
ニ〇
毛
・
「う
 
戦
死
 

照
一〇
入
二
0
 
戦
病
 

照
九
三
三
二
 
戦
死
 

昭
一
九二
一
三
八
 戦
病
 

照
一〇
夫
夫
 
戦

死
 

昭
一
五・
八・
九
 
病
死
 陸

左
（
長
 

陸
大
尉
 

陸
 
一
 

海
一
水
 

海
一
曹
 

陸
 
伍
 

陸
丘
曾
皿
 

陸
  

陸
 
上
 

陸
「
基長
 

陸
査
岡
 

軍
 
属
 

陸
 
伍
 

陸
」
」
一
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

海
一
曹
 

陸
 
上
 

海
ト
曹
 

陸
  

ル
ソ
ン島
リ
ザ
ル
洲
ハ
コ
ノ
エ
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